


聖徳太子を学ぶ連続公開講座　聖徳太子を学ぶ連続公開講座
平成29年度平成29年度

～我が町と聖徳太子～～我が町と聖徳太子～～わが町と聖徳太子～ 全 回

第2回
　明日香村

主催：奈良県立図書情報館　共催：明日香村

平成 29年 10月1日（日）
14：00 ～ 16：30（開場・受付 13：00）
会場　明日香村中央公民館 １階ホール

● 講演    14：00～15：30

相原　嘉之 氏　 明日香村教育委員会文化財課長

千田 　稔　 奈良県立図書情報館長
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催
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引率／解説：飛鳥京観光協会 観光ボランティアガイド

※講演聴講者のうち希望者50名を先着順に受付いたします。
　講演申込時に、あわせてお申込ください。
　
※雨天決行･荒天中止
※当日受付にて500円（入山料および保険料）をお支払いください。

ここ大和には聖徳太子にまつわる遺跡が多く点在します。本公開講座第２回は、過去に
飛鳥・藤原宮跡などの発掘調査にも携わってこられた相原氏を講師にお迎えし、
「小墾田宮」「橘寺」など太子ゆかりの遺跡群についてご講演いただきます。

聖徳太子絵伝は、『聖徳太子伝暦』などの史料に記された太子の生涯を図様化したもので、
現在、四十数点が知られています。現存する最古の作は延久元（1069）年に法隆寺東
院の絵殿の壁面に描かれたものですが、その後も聖徳太子信仰の広まりとともに多くの
絵伝が制作されました。
本講座では、千田稔図書情報館長が聖徳太子絵伝を７回に分けて読み解きます。

正式には仏頭山上宮皇院菩提寺と称する天台宗の寺院。聖徳太子が建立し
たとされる七寺のひとつにも数えられる太子ゆかりの寺で、太子殿（本堂）
には木造聖徳太子坐像（指定文化財）が本尊として安置されています。

講演後は、ボランティアガイドによる解説を聞きながら、太子
ゆかりの橘寺への散策をお楽しみいただきます。

利用者カードの
即日発行もします。

講座当日、会場前において、図書情報館の
本を持ち出した「出前図書情報館」を開催。
聖徳太子などの講座関連本、千田稔館長
の著書をご覧いただけます。図書情報館
利用者カードをお持ちの方は貸出可！

出　前

※即日発行には免許証・保険証な
ど氏名・現住所・生年月日が確認
できる公的証明書が必要です。
　

● 橘寺への散策   15：30～16：30　

要申込
無料
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（先着順）

定員

名

50
（先着順）

定員

名

日時

明日香村・三宅町・斑鳩町・
田原本町・安堵町・王寺町に
図書情報館を「出前」！

〒634-0142 高市郡明日香村橘532
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岡倉覚三 / 村岡博 訳（青 115-1）
茶の湯によって精神を修養し、交際の礼
法をきわめるのが茶道である。その理想
は、禅でいうところの「自性了解」の悟
りの境に至ることにある。この本は、そ
うした「茶」を西洋人に理解させるため
に著者が英文でニューヨークの一書店か
ら刊行したもので、単なる茶道の概説書
ではなく、日本に関する独自の文明論と
もいうべき名著。解説＝福原麟太郎
(90 年版『岩波文庫解説総目録：1927-2016』
岩波文庫編集部編、岩波書店、2017.9）

『茶の本』

会場にて関連書籍の販売をします。協力：

２F エントラ ンス
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2018 1/7（日）14:00～15:30
（開場・受付 13:00）

奈良県立図書情報館 1F交流ホール

主催/なら・図書館に集う会　共催/奈良県立図書情報館

定員200名（先着） 無料・要申込

くるみの木オフィスキャンプ東吉野

石村由起子氏の著書をお持ちくださった方には、対談終了後、ご本人にサインをしていた
だきます。（※整理券を発行する場合があります。）
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聖徳太子絵伝は、『聖徳太子伝暦』などの史料に記された太子の生涯を図様化したもので、
現在、四十数点が知られています。現存する最古の作は延久元（1069）年に法隆寺東
院の絵殿の壁面に描かれたものですが、その後も聖徳太子信仰の広まりとともに多くの
絵伝が制作されました。
本講座では、千田稔図書情報館長が聖徳太子絵伝を７回に分けて読み解きます。

正式には仏頭山上宮皇院菩提寺と称する天台宗の寺院。聖徳太子が建立し
たとされる七寺のひとつにも数えられる太子ゆかりの寺で、太子殿（本堂）
には木造聖徳太子坐像（指定文化財）が本尊として安置されています。

講演後は、ボランティアガイドによる解説を聞きながら、太子
ゆかりの橘寺への散策をお楽しみいただきます。

利用者カードの
即日発行もします。

講座当日、会場前において、図書情報館の
本を持ち出した「出前図書情報館」を開催。
聖徳太子などの講座関連本、千田稔館長
の著書をご覧いただけます。図書情報館
利用者カードをお持ちの方は貸出可！

出　前

※即日発行には免許証・保険証な
ど氏名・現住所・生年月日が確認
できる公的証明書が必要です。
　

● 橘寺への散策   15：30～16：30　
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図書情報館を「出前」！
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岡倉覚三 / 村岡博 訳（青 115-1）
茶の湯によって精神を修養し、交際の礼
法をきわめるのが茶道である。その理想
は、禅でいうところの「自性了解」の悟
りの境に至ることにある。この本は、そ
うした「茶」を西洋人に理解させるため
に著者が英文でニューヨークの一書店か
ら刊行したもので、単なる茶道の概説書
ではなく、日本に関する独自の文明論と
もいうべき名著。解説＝福原麟太郎
(90 年版『岩波文庫解説総目録：1927-2016』
岩波文庫編集部編、岩波書店、2017.9）

『茶の本』

会場にて関連書籍の販売をします。協力：
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2018 1/7（日）14:00～15:30
（開場・受付 13:00）

奈良県立図書情報館 1F交流ホール

主催/なら・図書館に集う会　共催/奈良県立図書情報館

定員200名（先着） 無料・要申込

くるみの木オフィスキャンプ東吉野

石村由起子氏の著書をお持ちくださった方には、対談終了後、ご本人にサインをしていた
だきます。（※整理券を発行する場合があります。）
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